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歳　入 183億4,228万円
区分 決算額（万円） 構成比（％）

自
主
財
源

市　税  37億9,235万円 20.7%

繰入金  12億0,404万円 6.5%

繰越金   5億2,824万円 2.9%

使用料及び手数料   3億7,434万円 2.0%

分担金及び負担金   3億6,456万円 2.0%

諸収入等   2億5,625万円 1.4%

依
存
財
源

交付金等   8億5,152万円 4.7%

県支出金  10億7,715万円 5.9%

国庫支出金  11億6,318万円 6.3%

市　債  15億0,030万円 8.2%

地方交付税  72億3,035万円 39.4%

計 183億4,228万円 100.0%

歳　出 180億0,884万円
区分 決算額（万円） 構成比

義

務

的

経

費

人 件 費  46億3,422万円 25.7%

公 債 費  38億1,948万円 21.2%

扶 助 費  17億6,606万円 9.8%

投
資
的

経

費

普通建設事業費  23億1,172万円 12.9%

災 害 復 旧 費      2,340万円 0.1%

消

費

的

経

費

物 件 費  21億4,428万円 11.9%

補 助 費 等   7億6,901万円 4.3%

維 持 補 修 費      8,017万円 0.4%

そ
の
他
の

経

費

繰 出 金  21億0,602万円 11.7%

積 立 金   3億5,300万円 2.0%

貸 付 金 等        148万円 0.0%

計 180億0,884万円 100.0%

普通建設事業費の推移

請負率、工事件数（土木工事）の推移
平成17年度
（市町村合併） 平成18年度 平成19年度

請負率（％） 92.85 88.67 74.01
件数（件） 159 117 100

※　普通建設事業費とは、投資的経費の代表的な
ものであり、道路、学校などの建設あるいは大
規模修繕などに要する経費を指します。

  　全国的な社会経済情勢の動き並びに行財政改革
の推進により、市町村合併前後の年度と比較し
て、平成１９年度・平成２０年度は大きく減少
しています。

　

五
條
市
の
財
政
の
収
入
・
支
出
状
況
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示
す
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19
年
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回
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ま
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と
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の
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市
政
を
皆
さ
ん
に
正
し
く
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、「
市
の
家
計
簿
」で
あ
る
決
算
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　平成19年度決算は、市町村合併で膨れあがった予算規模を歳入に見合った歳出規模に縮減することを目
的とした財政改革２年目の決算です。その結果、歳出決算額は180億円で、合併当時と比べ約38億円・約
17％の減少となりました。しかし、地方交付税の減少や公債費の増加等により、財政状況の大きな改善に
までは至っていません。
　また、昨年度と比較し約20億円の歳出の減少は、主に公共事業費の半減（約△23億円）であり、逆に増
加は、公債費の増（約１億円）、退職者の増加による退職金の増（約３億円）です。
　また、実質収支では1.6億円の黒字決算ですが、基金の収支は8.5億円の減となるなど依然として厳しい
財政状況となっています。

　税源移譲により所得譲与税が廃止され、それに
替わり市税が増加しています。地方交付税は約△
１％、約８千万円の減少に止まり、また市債額は
普通建設事業の縮減に伴い50％減少しています。
基金の取崩による繰入額は12億円となりました。

歳　入
　地方公共団体の財政の健全性と透明性を確保す
るため、平成19年度決算から財政の健全度を示す
指標の公表が法律により義務付けられました。本
市においては基準を超える数値はありませんが、
収支不足を基金で賄っている状況です。

財政健全化判断比率（別表）

　昨年度と比較し、普通建設事業費は△50％の23
億円（下表参照）、物件費△５％の21億円、公債費
３％増の38億円、扶助費４％増の18億円となって
います。
　公債費は平成18、19年度がピークであり、普通
建設事業や人件費と共に大幅な削減に向け取り組
んでいます。

歳　出
市 　 民 　 税 16億4,511万円（43.4％）
固 定 資 産 税…… 17億1,511万円（45.2％）
軽 自 動 車 税 8,571万円（ 2.3％）
市 た ば こ 税 １億9,793万円（ 5.2％）
都 市 計 画 税 １億4,849万円（ 3.9％）
市 税 合 計……… 37億9,235万円（100.0％）

市税決算額
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［単位：千円］
会　計　名 収入済額 支出済額 差　引 翌年度繰越財源 実質収支

一　般　会　計 18,342,282 18,008,838 333,444 170,590 162,854
国 民 健 康 保 険 4,514,354 4,243,186 271,168 0 271,168

特 簡 易 水 道 495,669 494,097 1,572 0 1,572
老 人 保 健 3,895,506 3,892,204 3,302 0 3,302

別 下 水 道 事 業 1,231,522 1,229,867 1,655 1,655 0
墓 地 事 業 3,026 2,720 306 0 306

会 介 護 保 険 2,891,102 2,840,866 50,236 3,644 46,592
大 塔 診 療 所 49,566 49,113 453 0 453

計 農業集落排水事業 2,487 1,990 497 0 497
小 　 計 13,083,232 12,754,043 329,189 5,299 323,890

合　　　計 31,425,514 30,762,881 662,633 175,889 486,744

用語の解説
実質収支＝歳入決算額から、歳出決算額を差

し引きさらに翌年度に繰り越すべき財源を
控除したもの。赤字、黒字の判断基準値で
す。

財政力指数＝財政力を表す指標。高いほど自
主財源（自ら調達できる財源）の割合が高く、
財政力が強いことになります。

経常収支比率＝経常的に入ってくる収入が経
常的に支出される経費にどれだけ使われて
いるかを表す指標です。

実質公債費比率＝市債の単年度償還額の負
担の重さを表す指標で、公債費の大きさを
示したもの

実質赤字比率＝一般会計等の実質赤字額／
標準財政規模

連結実質赤字比率＝一般会計及び特別会計
等全会計の実質赤字額／標準財政規模

将来負担比率＝市債の残高や公社・第三セク
ターにかかる債務など将来負担しなければ
ならない負債の大きさを表す指標です。

資金不足比率＝公営企業の赤字の状況を表
す指標です。

標準財政規模＝地方自治体の一般財源の標
準的大きさを表す指標です。

繰入金＝基金や他会計からの繰入で、基金か
らはその取崩額を指します。

市債＝建設事業などを行うために国や金融機
関から借り入れるお金です。

義務的経費＝歳出のうち、その支出が義務付
けられた経費で、人件費、公債費、扶助費
がこれにあたります。

人件費＝職員給与や議員報酬、各種委員報
酬などです。

公債費＝市が借り入れた市債（借金）に対す
る今年度の元利償還金です。

扶助費＝生活保護、児童福祉、老人福祉など
の各種扶助の費用です。

投資的経費＝学校や道路の建設、災害復旧
など、将来にわたって残る資本の形成に使
われる費用です。

物件費＝庁舎等施設の消耗品や光熱水費、
業務の委託料などの費用です。

繰出金＝一般会計から特別会計への繰出金で
す。

補助費等＝団体への補助金、協議会への負
担金などの費用です。

一般会計＝市の行政運営の基本的な費用を
計上した会計です。

特別会計＝市が特定の事業を行うために、一
般会計と区分して経理する会計です。

収益的収入と支出＝企業の経営活動により
発生する収益とそれに対応する費用です。

資本的収入と支出＝企業の将来の経営活動
に備えて行う建設改良費やそのために必要
な企業債償還金などの支出とその財源とな
る収入です。

［単位：千円］
会 計 別 平成17年度末 平成18年度末 平成19年度末
一 般 会 計 32,580,956 33,091,072 31,356,941
簡 易 水 道 特 別 会 計 3,007,192 2,999,578 2,964,743
下 水 道 事 業 特 別 会 計 10,277,664 10,444,302 10,304,270
大 塔 診 療 所 特 別 会 計 1,500 1,500 1,500
農業集落排水事業特別会計 29,900 29,900 29,900
水 道 事 業 会 計 2,870,896 2,669,443 2,476,331
合 計 48,768,108 49,235,795 47,133,685

市債残高状況

項　　目 平成17年度 平成18年度 平成19年度
財 政 力 指 数 0.356 0.371 0.380
経 常 収 支 比 率 105.5 104.8 102.1
実質公債費比率 17.8 19.8 19.6

主な財政指標

［単位：千円］

平成19年度 実質
赤字比率

連結実質
赤字比率

実質公債費
比率

将来負担
比率

資金不足
比率

決　算　値 黒　字 黒　字 19.6 232.0 黒　字
早期健全化基準値 13.17 18.17 25.0 350.0 20.0
財政再生基準値 20.00 40.00 35.0

財政健全化判断比率及び資金不足比率（新設）

会計別決算

公営企業会計決算
［単位：千円］  

水道事業
収益的収支 収入 807,647

支出 750,918

資本的収支 収入 243,630
支出 287,826

［単位：千円］
基　金　名 平成17年度末 平成18年度末 平成19年度末

財政調整基金 1,569,578 1,072,578 724,578
減債基金 980,870 981,870 733,870

公共施設整備基金 704,139 105,139 6,139
その他特定目的基金 779,000 1,225,000 1,073,000

合　　計 4,033,587 3,384,587 2,537,587

主な基金の状況

�



テスト得点で見るコミュニケーション
　そう、それは正式に始まりました。日本語能力検定の申込書を送って

から、ぼくは1日に何時間も勉強しています。

　でもそれは、いったい何のためなのでしょう。ぼくが12月7日にある

能力検定で3級に合格したとしても、ぼくの日本語能力は小学校低学年

と同じくらいでしかありません。ぼくは25歳だというのに。まあ、正直

なところ、ぼくにはあまり気にならないのですが。

　これらのテストには、ゴールというものはありません。ただ、ぼくの勉

強の目標となるだけです。新しい話題にふれるたび、ぼくの日本語会話は、

ずっと続くのです。それは友人や同僚との会話はもとより、日本の見知

らぬ人たちとの会話さえも勉強です。そして、それが故郷から遠く離れ

たこの旅を最後に、価値あるものとしてくれるのです。

＊この記事は、ＡＬＴの書いた英文を訳したものです。
　英語版は中央公民館にあります。

こんにちは
クリストファー・カリーク
外国語指導助手（ALT）

です

「うちの子に限って！」はありません。多くの子どもが有害サイトのトラブルに巻き込まれてい
ます。子どもの携帯電話の利用について考えましょう。
①携帯電話の危険性を知り子どもに教える。　②インターネット機能は必要か考える。
③フィルタリング機能を設定する。　　　　　④利用状況の把握とルールを作成する。

青少年センター　☎２４・３００４

有害サイトから子どもを守ろう！

　人権はみんなが持つもの、守るものです。お互いに相手の立場を理解し、豊かな人間関係をつくりましょう。この週間に伴い、
人権擁護委員、弁護士による特設人権相談所を開設します。相談は無料で、秘密は守られます。気軽に相談してください。
■人権擁護委員による特設人権相談所
　▽日時　１２月５日(金)　午前１０時～午後３時（ふれあい交流館は午後１時～午後３時）
　▽場所　宇智公民館　(五條市今井３－３－４８)　　　　☎22・9673
　　　　　牧野公民館　(五條市中之町１７６４－１)　　　☎24・3175
　　　　　南宇智公民館　(五條市霊安寺町２０１６－３)　☎24・4246
　　　　　宗桧公民館　(五條市西吉野町城戸２７)　　　　☎33・0425
　　　　　大塔ふれあい交流館　(五條市大塔町宇井９４)　☎36・0058
■奈良弁護士会所属の弁護士による特設人権相談所
　▽日時　１２月８日（月）　午後１時～午後４時
　▽場所　大淀町役場２０３会議室（吉野郡大淀町桧垣本２０９０）
■問合先　奈良地方法務局五條支局　　☎２２・２４８４

１２月４日から１０日は人権週間です
人権相談所を開設します

学校へ行こう！五條高校定時制一日体験入学
五條高校定時制では、来春入学希望者に対して、随時体験入学を実施し
ています。豊かな自然に囲まれ、優れた設備を有する普通科の少人数授
業を行っています。自分の将来に合わせて、３年コースか４年コースが
選べます。
■日時　随時
■内容　授業見学、全体説明
■申込・問合先　奈良県立五條高等学校定時制　☎22・4116

�国際交流



小学生の部　特選
仲川　真世…さん

中学生の部　特選
辻内　優…さん

五條市消防本部　☎22・3310

秋の火災予防運動実施中
　１１月９日は「１１９番」の日です。この日から１５日までの１週間、「火のしまつ　君がしなくて　誰がする」を
統一標語に、全国一斉に秋の火災予防運動が行われています。これからの季節は空気が乾燥し火災が発生しやす
いため、火気の取り扱いには十分注意して、火災のない街づくりにご協力をお願いします。
■住宅防火　いのちを守る７つのポイント―３つの習慣・４つの対策―
　３つの習慣　▽寝たばこは、絶対やめる。
　　　　　　　▽ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。
　　　　　　　▽ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。
　４つの対策　▽逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。
　　　　　　　▽寝具や衣類およびカーテンからの火災を防ぐために、防炎品を使用する。
　　　　　　　▽火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を設置する。
　　　　　　　▽お年寄りや身体の不自由な人を守るために、となり近所の協力体制をつくる。

住生活総合調査にご協力をお願いします。
　国土交通省が所管する住生活総合調査（旧住宅需要
実態調査）が１２月１日を基準日として実施されます。
この調査は、国民の住生活に関する意識や意向につい
て調査するもので、国や地方公共団体の住宅政策を進
める上で重要な調査です。１１月２４日から１２月７
日までの間、統計調査員証を持った調査員が、対象と
なった世帯を訪問しますので、調査に協力をお願いし
ます。

■問合先　
　　建築住宅課住宅係　本（内線278、384）

平成２０年度防火ポスター入賞者
　五條市消防本部では、五條市防災協会の協力を得て、秋の火災予防運動にあわせ小学生

（４、５、６年）および中学生を対象に防火ポスターを募集し、３５１点の応募のうち審査
の結果、特選６点、入選３０点が選ばれました。入賞作品は１１月９日から１６日まで、
㈱マイカル五條サティ店内に展示しています。
■特選者
小学生の部

小学４年生　野原小学校　　番匠　 楓 さん
小学５年生　宇智小学校　　仲川　真世さん
小学６年生　牧野小学校　　田中　真唯さん
中学生の部

中学１年生　五條東中学校　福塚　祐介さん
中学２年生　五條東中学校　辻内　　優さん
中学３年生　五條東中学校　杉﨑由貴菜さん
■入選者
小学生・中学生の部

小学４年生　野原小学校　　中井　優花さん
小学４年生　阪合部小学校　西谷　菜那さん
小学４年生　牧野小学校　　車谷　弥奈さん
小学４年生　宇智小学校　　中井　雅大さん
小学５年生　五條小学校　　岩本　圭世さん
小学５年生　阿太小学校　　中西　侑樹さん
小学５年生　阿太小学校　　長原　実入さん
小学６年生　五條小学校　　山本　夏輝さん
中学１年生　野原中学校　　礒田　実那さん
中学１年生　五條東中学校　辻　　侑希さん

中学１年生　五條東中学校　西畑　美咲さん
中学１年生　五條西中学校　大玉　麻未さん
中学１年生　五條西中学校　緒方　彩乃さん
中学１年生　五條西中学校　樫内　彩乃さん
中学１年生　五條西中学校　山岡　渚さん
中学２年生　五條中学校　　土山　莉奈さん
中学２年生　五條東中学校　坂上　実央さん
中学２年生　五條東中学校　座安　貴子さん
中学２年生　五條東中学校　中谷　竜也さん
中学２年生　五條西中学校　落合　美結さん
中学２年生　西吉野中学校　小林　由季さん
中学２年生　西吉野中学校　丸森　珠実さん
中学３年生　五條中学校　　小松　諒さん
中学３年生　五條中学校　　山本　直人さん
中学３年生　野原中学校　　山田　恵美さん
中学３年生　五條東中学校　宇惠　道晴さん
中学３年生　五條東中学校　杉本有貴衣さん
中学３年生　五條西中学校　櫻井　恭平さん
中学３年生　五條西中学校　野井夕夏子さん
中学３年生　五條西中学校　吉山　胡桃さん

吉野川感謝祭を開催します
　今年一年の吉野川の恵みに感謝するため、吉野川河
川敷で感謝祭を行います。
　大きな鍋で里芋を煮た、いも煮鍋をはじめ、３種類
の鍋を用意しています。たくさんの皆さんに来ていた
だき、いっしょに鍋を囲みましょう。
■日　時　１１月２２日（土）　
　　　　　午前１１時から（荒天の場合中止）
■場　所　吉野川大川橋上流　五條側河川敷
■参加者　吉野川活性化、河川美化清掃等に対する協

力金　１人１００円（中学生以上）
■問合先　吉野川活性化プロジェクト事務局
　　　　　（市役所農林商工観光課）　本（内線210）
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犯罪・交通事故の無い町を目指して

　振り込め詐欺や子供を狙った事件など近年増加して
いる犯罪や、後を絶たない悲惨な交通事故を無くして
明るい町を作ろうと、１０月１９日に五條地方地域安
全市民集会が市民会館で開催されました。
　集会では防犯ポスターコンクール、交通安全標語コ
ンクールの入賞者の表彰や、西井泰司氏（奈良県安全運
転管理者協会理事）の講演会、奈良交通お笑い演芸同好
会の演芸会などが行われ、力を合わせて犯罪・交通事
故をなくそうと呼びかけました。

五條地方地域安全市民集会

挑戦　２１.０９７５キロ

　１０月５日にチャレンジウォーク２００８（ファミ
リーコース21.0975km）が開催され、７３４人が参
加しました。スタート直後は小雨が降っていました
が、次第に雨も上がり、沿道の皆さんの声援を受けて
６６６人が完歩しました。
　また、交差点等での安全確保、タオル・飲みものの
提供、ぜんざいの炊き出しなど、チャレンジウォーク
の開催にあたり、ボランティアや多くの皆さんに協力
していただきました。ありがとうございました。

チャレンジウォーク２００８

長寿のお祝いと日頃の感謝

　五條市敬老会が１０月２日に開催され、会場の中央
体育館には約１，３００人が出席しました。
　この敬老会は満７５歳以上の皆さんを招待して、長
寿をお祝いするとともに、敬意と謝意を表すため毎年
開催されています。
　米寿を迎えた皆さんにお祝いの品が送られたほか、
おかけんた・ゆうたさんの漫才ショーや美咲ゆうこさ
んの歌謡ショーなど、会場は笑顔であふれました。

敬老会が開催されました

�五條ニュース



オーストラリア・ガートングラマースクール

　五條高校の姉妹校であるオーストラリアの
ガートン・グラマースクールから、日本でホー
ムステイしていた留学生が、１０月２日、市
長を表敬訪問に訪れました。
　１５名の留学生は五條高校の生徒の家に滞
在し、授業を受けたり、日本の文化を学んだ
りしながら過ごしました。
　表敬訪問した留学生は、市長や市職員と歓
談し、１０月５日に帰国しました。

留学生が表敬訪問

スポーツの秋真っ盛り

　第５０回記念五條市民体育大会が１０月１２日、上
野公園多目的グラウンドで開催されました。
　各地区代表の選手が、徒競走や綱引き、大縄跳びな
どの競技に全力で取り組みました。なお、結果は次の
とおりです。

五條市民体育大会

▽綱引き… ＜優勝＞… 南宇智地区

▽職場対抗800ｍリレー… ＜優勝＞… 五條市消防本部

▽小学生女子低学年200ｍリレー… ＜Ａ組優勝＞… 田園地区… Ｂ組優勝… 西吉野地区

▽小学生男子低学年200ｍリレー… ＜Ａ組優勝＞… 阪合部地区… Ｂ組優勝… 野原地区

▽小学生女子高学年400ｍリレー… ＜Ａ組優勝＞… 北宇智地区… Ｂ組優勝… 西吉野地区

▽小学生男子高学年400ｍリレー… ＜Ａ組優勝＞… 西吉野地区… Ｂ組優勝… 阪合部地区

▽中学生女子400ｍリレー… ＜Ａ組優勝＞… 阪合部地区… Ｂ組優勝… 西吉野地区

▽中学生男子800ｍリレー… ＜Ａ組優勝＞… 田園地区… Ｂ組優勝… 宇智地区

▽ジャンボ縄跳び… ＜Ａ組優勝＞… 野原地区… Ｂ組優勝… 田園地区

▽たるころがし… ＜Ａ組優勝＞… 阪合部地区… Ｂ組優勝… 阿太地区

▽おそうじ上手… ＜Ａ組優勝＞… 五條西地区… Ｂ組優勝… 田園地区

▽ボールといっしょ… ＜Ａ組優勝＞… 西吉野地区… Ｂ組優勝… 南宇智地区

▽２人３脚リレー… ＜Ａ組優勝＞… 阿太地区… Ｂ組優勝… 野原地区

▽成年男女混合リレー… ＜優勝＞… 阿太地区

▽おさるのかごやリレー… ＜Ａ組優勝＞… あづみ台地区… Ｂ組優勝… 阿太地区

▽女子29歳以下100ｍ徒競争… ＜Ａ組優勝＞… 野原地区

▽女子30歳以上100ｍ徒競争… ＜Ａ組優勝＞… 五條東地区

▽男子30歳以上100ｍ徒競争… ＜Ａ組優勝＞… 南宇智地区… Ｂ組優勝… 野原地区

▽男子29歳以下200ｍ徒競争… ＜Ａ組優勝＞… 阿太地区

▽女子年代別リレー… ＜優勝＞… 田園地区

▽男子年代別リレー… ＜優勝＞… 阪合部地区

第23回
五條市ソフトテニス協会会長杯の結果
　第２３回五條市ソフトテニス協会会長杯が
９月２８日（日）に上野公園テニスコートで開
催され、１２８名が参加しました。結果は次
のとおりです。
【中学男子の部】
▽優　勝　福田泰之・木村昂平（五條西中学校）
▽準優勝　渡邉一磨・山本健太（五條西中学校）
▽第３位　福本雄大・久保大輔（五條西中学校）
【中学女子の部】
▽優　勝　小林真由美・谷野　夢（五條東中学校）
▽準優勝　新澤はるか・北野由衣（野原中学校）
▽第３位　大谷文菜・蝋谷智子（五條中学校）
▽第３位　山本祭・中井咲希（野原中学校）
【高校・一般男子の部】
▽優　勝　西本悠太・中井基雄

（明日香クラブ・高商ＯＢクラブ）
▽準優勝　板山大佑・川本直樹（五條高等学校）
▽第３位　平松真治・今井紘平（明日香クラブ）
▽第３位　吉桑愛紗・佐々木延夫

（五條市ソフトテニス協会）
【高校・一般女子の部】
▽優　勝　柿本貴恵・小林七枝（五條高等学校）
▽準優勝　長谷川真子・右田千裕（五條高等学校）
【シニア・ＯＧの部】
▽優　勝　小林貴代・上田勝之

（五條市ソフトテニス協会）
▽準優勝　山田英男・平山倫子

（五條市ソフトテニス協会）
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　平成２１年度市・私立の保育所（園）入所募集を行います。また、少子化による園児数の減少に対応し、適正な
集団の形成と児童に望ましい保育環境の整備を目指しながら、統廃合の検討もしていきますのでご理解とご協力
をお願いします。
■入所基準
　児童の保護者が、次のいずれかに該当し、かつ同居親族その他の人が、児童を保育することができないと認め
られる場合。
　①家庭外で働いている場合
　②家庭内で児童と離れて家事以外の仕事をしている場合
　③妊娠中または出産後間がない場合
　④疾病や負傷、または精神もしくは身体に障害を有している場合
　⑤長期にわたり疾病の状態、または精神もしくは身体に障害がある同居の親族を常時介護している場合
　⑥震災、風水害、火災その他の災害の復旧にあたっている場合
　⑦上記①から⑥までに類する状態の場合
■対象　平成１５年４月２日から平成２０年４月１日までの出生児
　＊延長保育を希望する場合は、個々に入所する保育所（園）で相談のうえ、時間延長申込書を提出してください。
　＊城戸保育所への申し込みは西吉野町居住者、大塔保育所への申し込みは大塔町居住者に限ります。
■受付日　１１月２６日（水）、２７日（木）午前９時～午後４時
■申込方法　入所を希望する保育所（園）へ申し込んでください。
　＊受付当日、印鑑を持参してください。
　＊申請書は各保育所（園）にあります。
　＊その他必要資料は申込時に保育所（園）で確認してください。
■問合先　各保育所（園）
　　　　　児童福祉課　本（内線３４９）

名　　称 定　員 所　在　地 電話番号 受入年齢 開所時間
（平日・延長保育を含む）

市立 五條保育所 75人 五條3丁目2－44 22・2184 1歳～5歳 7：30 ～18：00
宇智野保育所 130人 今井3丁目3－20 22・3157 1歳～5歳 7：30 ～19：00
北宇智保育所 130人 近内町731 22・1110 1歳～5歳 7：30 ～19：00
阿太保育所 45人 原町264 22・7451 3歳～5歳 7：30 ～17：15
南宇智保育所 90人 霊安寺町1833 22・2318 1歳～5歳 7：30 ～19：00
阪合部保育所 60人 中町315－1 22・5116 3歳～5歳 7：30 ～17：15
二見保育所 90人 二見4丁目1－10 22・4666 3歳～5歳 7：30 ～17：15
牧野保育所 140人 中之町808－1 22・5085 1歳～5歳 7：30 ～19：00
岡保育所 60人 岡町491 22・4194 1歳～5歳 7：30 ～19：00
城戸保育所 30人 西吉野町川岸338 33・0123 3歳～5歳 8：30 ～17：15
大塔保育所 20人 大塔町辻堂112 36・0228 2歳～5歳 8：00 ～17：15

私立 ちべん保育園 120人 野原西2丁目8－8 22・3845 7か月～5歳 7：30 ～19：00
なかよし保育園 150人 岡町767－1 24・4115 6か月～5歳 7：30 ～19：30

上記保育所（園）のうち、次の３保育所（園）については、年齢別の募集定員枠を設けています｡（募集人数は今後の
入退園等により変更になる場合があります。）

 0歳児 1歳児 2歳児 3歳児 4歳児 5歳児 
牧野保育所  8人 2人 25人 0人  ー
ちべん保育園 定員に達しているため受入は困難な状況です 18人 3人 10人 
なかよし保育園 3人 5人 8人 9人 13人 3人 

市立・私立保育所（園）の入所者募集

シルバー人材センターで高齢者の知識・経験・技能を活用してください
　シルバー人材センターは、高齢者にふさわしい仕事を市民・事業所等から引き受け、会員に提供する県知事許可の公益法人
です。
■いろいろな仕事を引き受けます
　▽除草・草刈作業、庭木の手入れ、障子・ふすま・網戸張り替え、清掃作業、　大工・左官工事、家事

援助サービスなど、いろいろな仕事を引き受けます。
　▽見積もりにうかがい、条件が合えば引き受けます。お気軽に電話してください。
■会員を募集しています。会員になって一緒に働きませんか。　
　▽おおむね６０歳以上で、健康で働く意欲のある人。
　▽シルバー人材センターの趣旨に賛同し、入会説明を受け（毎月第３水曜日）入会申込書を提出した人。
■申込・問合先　（社）五條市シルバー人材センター（保健福祉センター内）
　　　　　　　　五條市野原西6丁目1－18　☎２２・５５４１　FAX２６・２２２１
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10thさざなみコンサートを開催します
■日時　１１月１６日（日）　午後１時３０分（１時開場）
■場所　市民会館大ホール
■入場料　１，０００円
■出演　（ソプラノ）松本久美子、（アルト）上辻静子、
　　　　（チェロ）中島紗理、（クラリネット）中村茂子、
　　　　（ピアノ）岩上千佳子、髙橋純子、中道瑞絵
　　　　（合唱）グループ環、五條混声合唱団
■曲目　＜独唱＞この道　山田耕作作曲、九十九里浜　平

井康三郎作曲、野ばら　シューベルト作曲
　　　　＜ピアノ独奏＞　ロンド二長調　モーツアルト作曲
　　　　＜チェロ独奏＞　無伴奏チェロ組曲第４番　バッハ作曲
　　　　＜合唱＞　ソウラン節　清水脩作曲　箱根八里　

滝廉太郎作曲　その他
■主催　ｍｉｔ　ｓｃｈöｎｅｒ　Ｍｕｓｉｋ
■後援　五條市教育委員会、五條市立中央公民館
■協力　五條混声合唱団　グループ環
■申込・問合先　岡忠商店　☎２２・２１６１
　　　　　　　　三木　☎２５・０９９５

　平成２１年度新入園児の募集を次の要領で行います。
　急激な少子化による園児数の減少に対応し、適切な集団の形成と児童に望ましい保育環境を整えるため、統廃合も含め努
力していきますのでご理解とご協力をお願いします。
■対象　３年保育年少児＝平成１７年４月２日から平成１８年４月１日までに生まれた子供
　　　　２年保育年中児＝平成１６年４月２日から平成１７年４月１日までに生まれた子供
　　　　１年保育年長児＝平成１５年４月２日から平成１６年４月１日までに生まれた子供
■受付日　１１月１９日（水）、２０日（木）午前９時～午後４時
　　　　　＊両日とも各園（五條幼稚園・賀名生幼稚園・白銀北幼稚園）で行います。
　　　　　＊入園願書は、各園または五條市教育委員会事務局教育総務課および西吉野支所住民厚生課にあります。受付当

日印鑑を持参してください。
■一日体験入園　▽実施日　１１月２７日（木）
　　　　　　　　▽場所　五條幼稚園、賀名生幼稚園、白銀北幼稚園　※詳細は、願書受付日にお知らせします。
■問合先　五條幼稚園　（本町３丁目１－１３）　　　☎２２・２２５０
　　　　　賀名生幼稚園（西吉野町和田１９４－１）　☎３２・００２３
　　　　　白銀北幼稚園（西吉野町奥谷１８５０）　　☎３４・０７２２
■募集人数

幼稚園名 ３年保育年少児 ２年保育年中児 １年保育年長児
五條幼稚園 ６０人 ５０人 ３０人
賀名生幼稚園 ２０人 ２６人 ２５人
白銀北幼稚園 ２０人 ２４人 ２６人

※ただし、募集人員をこえた場合は抽選で決定します。

市立３幼稚園（五條幼稚園・賀名生幼稚園・白銀北幼稚園）の新入園児を募集します

　社会福祉協議会は地域の皆さんと共に「福祉のまちづくり」に取り組み、今年で設立50周年を迎えました。その記念と社会
福祉の更なる充実を目指して、福祉大会を開催します。
　福祉大会では健康・福祉に関する相談コーナーの設置や、社会福祉協議会の歩みを紹介する展示、映画「武士の一分」の記
念上映などを行います。
この機会に福祉や社会福祉協議会のことを楽しみながら学んでみてください。
■日時　１１月２２日(土)　午後１時(１２時３０分受付開始)
■場所　市民会館　
■参加費　無料(申し込み不要)
■内容　▽健康・福祉に関する相談、
　　　　▽デイサービス利用者の作品展示、社会福祉協議会の歩みを紹介する展示
　　　　▽１部　社会福祉功労者に対する表彰状・感謝状の贈呈
　　　　▽２部・記念映画上映（日本語字幕＋音声ガイド付き）
　　　　　　　　作品　「武士の一分」
　　　　　　　　監督　山田洋次　
　　　　　　　　主演　木村拓哉
※席には限りがありますので、入場できない場合もございます。
■問合先　(社)五條市社会福祉協議会　☎２４・４１５２

五條市社会福祉協議会設立50周年記念
社会福祉大会を開催します

犯罪被害で困っていること・支援が必要
なことは次の窓口に相談してください。
▽ナポ君相談コーナー ☎0742・23・1108
▽暴力110番 ☎0742・25・0110
▽ヤング・いじめ110番 ☎0742・22・0110
▽中南和少年サポートセンター ☎0744・27・4544
▽性犯罪被害者110番 ☎0742・24・4110
▽悪質商法110番 ☎0742・24・9441
▽覚せい剤110番 ☎0742・33・1818
▽五條警察署相談窓口 ☎0747・23・0110
▽なら犯罪被害者支援センター ☎0742・24・0783
　　（民間ボランティア団体）
▽奈良県警察本部
　県民サービス課被害者対策係 ☎0742・23・0110
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～許しません！滞納～市町村税・県税の一斉滞納整理強化期間を設定します
　地方税の公平・公正を確保し、納税者の信頼を守るため、市町村税・県税の一斉滞納整理強化期間を設定し、県内のすべて

の市町村と県が協働して、差押等をはじめとする滞納整理に集中的に取り組みます。
　期間中は各市町村および各県税事務所が、滞納者と取引のある金融機関や勤務先等に対し、法律に基づく財産調査も集中的

に行います。みなさんのご理解とご協力をお願いします。
▽実施時期：平成２０年１１月・１２月
▽実施団体：県内全市町村（３９団体）および県
▽滞納整理強化期間の実施内容　①市町村と県の不動産合同公売の実施
　　　　　　　　　　　　　　　②滞納者に対する差押（預貯金・給料等）の集中実施　
　　　　　　　　　　　　　　　③滞納者に対する電話催告・文書催告・訪問催告の集中実施
■問合先　五條市税務課徴収係　本（内線259、260）

12月 １月
日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３
休

４ ５ ６ 1
休

２
休

３
休

７ ８
●

９ １０
休

１１ １２ １３ ４ ５ ６ ７
休

８ ９ １０

１４ １５ １６
●

１７
休

１８ １９ ２０ １１ １２
●

１３ １４
休

１５ １６ １７

２１ ２２ ２３ ２４
休

２５ ２６ ２７ １８ １９ ２０ ２１
休

２２ ２３ ２４

２８ ２９
休

３０
休

31
休

２５ ２６
●

２７ ２８
休

２９ ３０ ３１

▽カレンダーの●印はカラオケ日で、送迎バスが運行します。乗車時間は予約状況により調整し、後日連絡します。
▽送迎バスを利用する場合、２日前（休館日の場合はその前日）までに予約が必要です。予約の際は名前、電話番号、乗車場所（最

寄りのバス停）を申し出てください。
▽予約のない場合は、運休します。
▽利用者がいない場合は、カラオケ設備を開放しています。利用希望者は電話で状況を確認してください。（送迎バスなし）マッ

サージ機等も自由に利用できます。
■開館時間　午前９時～午後５時（カラオケは午前１０時から午後３時まで）
■休館日　毎週水曜日（12月29日～ 1月3日）
■対象者　60歳以上の人
■問合先　老人憩の家　☎２３・０４３１

老人憩の家のカラオケ送迎バス運行予定

　国民年金保険料は、税の申告をする時、納めた保険料の全額が社会保険料控除の対象となります。
　所得税法の改正により、平成２０年中に納めた保険料について社会保険料控除を受けるためには、年末調整や確定申告を
行う際に、保険料を支払ったことを証明する書類（領収証書等）の添付等が義務付けられています。
　このため、国民年金保険料を納付した人には、社会保険庁から「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が送付されます
ので、年末調整や確定申告を行う時まで大切に保管してください。
■送付時期　平成２０年１月１日から９月３０日の間に保険料を納付した人：平成２０年１１月上旬
　　　　　　平成２０年１１月上旬の送付対象とならなかった人で、
　　　　　　　　１０月１日から１２月３１日までの間に初めて納付した人：平成２１年　２月上旬
■問合先　控除証明書専用ダイヤル　☎０５７０・０７０・１１７〈ＩＰ電話の場合　☎０３・６７４８・８８８２〉
　　　　　大和高田社会保険事務所　☎０７４５・２２・３５３１
　　　　　市民課　年金係　本（内線２６８、３７０）

年末調整や確定申告に添付が必要
社会保険料（国民年金保険料）控除証明書が送付されます

　県内で事業を営む使用者、事業所で働くすべての労働者（臨時、パートタイマー、アルバイト等を含む）に適用される、奈
良県最低賃金が改正されました。

奈良県最低賃金額　時間額６７８円（効力発生年月日　平成２０年１０月２５日）
　詳しくは、奈良労働局または最寄りの労働基準監督署に問い合わせてください。
■問合先　奈良労働局賃金室　　０７４２・３２・０２０６
　　　　　奈良労働基準監督署　０７４２・２３・０４３５
　　　　　大淀労働基準監督署　０７４７・５２・０２６１

奈良県の最低賃金が改正されました
『必ずチェック　最低賃金！使用者も労働者も』
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　９月末現在で全国の警察から指名手配されている被疑者は、地下鉄サリン事件などで特別手配しているオウム真理教関係
被疑者3人をはじめ、約1，700人にのぼります。　これらの被疑者は再び犯行を繰り返すおそれがあり、早期に検挙しな
ければなりません。
　警察では特に重大な犯罪の被疑者を選定し、総力を挙げて追跡捜査を行い早期検挙に取り組んでいます。各種捜査活動には、
皆さんの協力が必要です。
　指名手配被疑者に似た人を見かけたといった情報など、どんなことでも結構ですので、警察に通報をお願いします。
■通報・問合先　五條警察署　２３・０１１０

指名手配被疑者の検挙に協力を！

　平成７年１月１７日に発生した阪神淡路大震災では、昭和５６年５月以前の旧耐震基準で建てられた木造住宅が多数倒壊
しました。五條市では大規模地震に備えた地域作りの第一歩として、木造住宅の耐震診断事業を実施しています。
■補助の対象は次の条件に該当する家屋です
　▽昭和５６年５月３１日以前に建築された在来軸組工法の木造住宅
　▽延べ床面積２５０㎡以下かつ地階を除く階数が２以下のもの
　▽その他の条件は問い合わせてください
■診断の費用は無料です　耐震診断料一件３万円のうち、国が１／２、県と市がそれぞれ１／４を補助します。
■その他

▽申請書類は建築住宅課で配布します。申請する人は事前に建築住宅課に連絡してください。
▽診断は耐震診断技術者として奈良県に登録された診断員が、家屋を訪問して行います。個人で直接業者に依頼した耐震

診断は補助の対象になりません。
▽件数に限りがありますので、希望する場合は早めに申請してください。

　　※補助対象者　耐震診断の対象となる住宅の所有者
■受付期間　平成２０年１１月１７日から１２月１２日まで（先着順です。予定件数になり次第、募集を締め切ります。）
■申込・問合先　建築住宅課　建築係　本（内線２７４）

木造住宅耐震診断を実施します

ジェネリック医薬品をご存じですか
　お医者さんから処方される薬には、同じ成分で、同等の効果
のある価格の高い薬と安い薬があり、前者は「新薬」、後者は「ジェ
ネリック医薬品」と呼ばれています。このジェネリック医薬品が
いま、患者さんの医療費の自己負担を軽減する薬として注目さ
れています。
　新薬（先発医薬品）は20 ～25年間特許に守られ開発メーカー
が独占的に製造・販売できます。ただ、特許期間満了後にはそ
の有効成分は国民共有の財産となり、他の医薬品メーカーが厚
生労働省の承認を得れば製造・販売が可能になります。こうし
た医薬品の総称がジェネリック医薬品（後発医薬品）です。
　新薬開発には10 ～15年もの年月と150 ～200億円もの投
資が必要といわれるのに対してジェネリック医薬品の開発期間
は３～５年で、価格も新薬の約半額に抑えることができます。
もし、特許期間が過ぎている薬がすべてジェネリック医薬品に
替われば、日本の医療費は年間で約１兆円も節減できるといわ
れています。欧米の医療先進国ではすでに日本の約５倍も活用

されており、ＷＨＯ（世界保健機関）も推奨しています。ただし、
ジェネリックは新薬の特許期間満了後に発売されるため、すべ
ての薬に対してジェネリック医薬品があるとは限りません。当
院でも、徐々にジェネリック医薬品を導入しています。
　院外処方箋を利用している人で、ジェネリック医薬品を希望
する場合は、医師、薬剤師に相談してください。

■問合先　県立五條病院薬剤部　☎２２・１１１２（代）

　西吉野町および大塔町で人家の付近にクマ（ツキノワグマ）が出没し、農作物などへの被害が発生しています。周辺の皆さ
んは注意してください。
　クマは早朝、夕方に行動が活発になります。人を避けて行動しますが、突然人と出会うと防衛本能で襲ってくることがあ
ります。
■クマと出会わないために次のことに注意しましょう。
▽クマの行動が活発な時間帯の行動をさける　▽ラジオや鈴など音のする物を身につけ自分の存在をクマに知らせる
▽子グマを見つけたらそっと立ち去る　　　　▽霧・風音・川の流れがあるときなど注意が散漫になるときは注意する
▽足跡・糞などを見つけたらすぐに引き返す　▽単独行動は避けて、複数で行動する
■クマに出会ってしまったら
　▽決して近づかない　▽急に立ち上がらない・物を投げつけない・背中を見せて逃げない
　▽クマの動きを見ながらゆっくり後退する
※人里へクマを引き寄せないためにも、餌となるような生ゴミ等を放置しないようにしましょう。また、クマを見かけたら
すぐに連絡してください。
■問合先　生活産業部農林商工観光課　農林係　本（内線３９０）

注意してください
クマが出没しています
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條市の広報ファンの皆様、長らくのご愛読有り難うございま
した。昨年の4月号より「新町と松倉豊後守重政」と題して、郷土史
家の藤井正英先生と、私こと、400年記念事業実行委員会委員長の
槇野久春の二人で、松倉重政の一代記やその人物像、そして新町の
創設や町民自治の歴史など、20回にわたって執筆して参りました
が、400周年の記念の年もいよいよ大団円に近づき、今回をもって
本コラムは終了させていただきたいと存じます。
　思えば、松倉重政公が400年前の慶長13年（1608）7月、五條
二見藩の藩主として二見城に入城し、そして１万石余の大名として
城下町「新町」を取り立てたという歴史上の事実を、広く五條市民の
皆様に知っていただきたく、この記念事業を企画推進して参りまし
た。従来、重政公は島原でのキリシタン弾圧が世間に喧伝（けんでん）
されており、どちらかというと悪いイメージを持たれていた皆様も
随分おられたのではないでしょうか。しかし、本広報の誌面におい
て、武勇に優れた重政が関ヶ原や大坂の陣で数々の武勲を挙げて徳
川家康に認められたこと、また、城造りや町造りにも秀でた才能を
示し、壮麗にして堅固な島原城を築城して後に「城造りの名人」と称
されたこと、さらには、江戸時代に入っても「武辺の人」（戦国武将
の質実さ、剛健さを兼ね供え、さらに部下を大切にした人）と尊敬
されていたことなど、数々のエピソードを紹介させていただきまし
た。重政公の今まで知られていなかった側面は、市民の皆様の松倉
さんに対するイメージを大きく変えたのではないでしょうか。
　本年6月、委員会のメンバーが島原市を訪問しましたが、島原市
長さんはじめ歴史に詳しい島原の皆さんは、異口同音に「重政公は
島原城をこの地に築き、今日の島原市の礎を造った恩人として尊敬

しており、悪く言う人はいません。五條の皆さんは心配しすぎでは
ないでしょうか」と勇気づけられて帰ってきた次第であります。訪
問の際に吉野晴夫五條市長さんのメッセージを持参しましたが、五
條市と島原市の友好がこれを機会にさらに高まったことは言うまで
もありません。
　新町を創設して五條市発展の礎を築いてくれた松倉重政公に対し、
江戸時代の新町町民がその遺徳をしのんで、松倉豊後守重政の墓碑
を西方寺境内に建立しました。さらに、豊後様祭りを催して感謝の
念を表したとありますが、現代の五條市民も重政公の大きな足跡に
尊敬と感謝の気持ちを持ち続けたいと思う次第であります。
　我々の「新町と松倉豊後守重政400年記念事業」は、来春記念誌の
上梓（じょうし）をもってひとまず活動を終了しますが、近世の新町
を皆様に紹介し、松倉豊後守重政を今後も顕彰していく運動は、継
続して参りたいと考えております。皆様のご協力、ご支援をこれか
らもよろしくお願いいたします。
　実行委員会では、400年記念の年に、「松倉豊後守重政之碑（顕彰
碑）」（新町松倉公園）を建立し、「松倉祭り」として新町筋で燈火会を
開催、そして島原訪問、2度の記念講演会と、皆様のご協力を賜り
ながらいろいろ事業を実施して参りました。11月16日はその締め
くくりとして「報恩法要」、「記念式典・記念講演会」「資料展示」「記念
パーティー (会費3千円)」をリバーサイドホテルと西方寺で開催い
たします。ことに記念講演会では、松倉と新町研究の第一人者であ
る藤井正英先生が『新町の由緒と松倉重政の実像』と題して講演され
ます。多数の皆様のご参加をお待ちしております。

（新町と松倉豊後守重政400年記念事業実行委員会委員長　槇野久春）

「最　終　回」

五

五條市内に鎮座する延喜（えんぎ）式内社を写真パネルで紹介するとともに、縄文時代から古墳時代にかけてのマツリに関す
る出土品を展示しています。
■開館時間　午前９時～午後５時(入館受付は午後４時30分まで)　※11月10日(月)、17日(月)、25日(火)は休館します。
■観覧料　大人300円、高校・大学生200円、小・中学生150円
　　　　　※20名以上の団体は、それぞれ２割引。
　　　　　※小学生未満、土曜日の小中高校生、65歳以上、障害者・介添者は無料。
　　　　　※11月15日(土)・16日(日)は、関西文化の日として無料。
■学芸員による展示解説　11月16日(日)、30日(日)　午後２時～２時30分
■無料シャトルバス　会期中の日曜日・祝日・休日に、ＪＲ五条駅北口と博物館の間で運行しています。
　　　　　　　　　　ＪＲ五条駅北口発　10時35分、11時35分、12時35分、13時35分、14時35分
■問合先　市立五條文化博物館　☎２４・２０１１

平成２０年度秋季特別展
「宇智野の守り神―五條の式内社を訪ねる―」11月30日(日)まで開催中

　五條市は町そのものが歴史の博物館です。秋の一日、博物館・資料館・文化財を巡って、歴史に直接触れてみませんか。
五條文化博物館が案内します。
　１１月２３日（日・祝）雨天決行
■集合場所：五條文化博物館　午前９時（市民会館前：午前８時30分発、ＪＲ五条駅北口：午前８時40分発で送迎バスが出ます）
■主なメニュー
　▽市立五條文化博物館：秋の特別展を担当学芸員が案内します
　▽うちのの館：改装なった登録文化財藤岡家住宅を見学します
　▽賀名生の里歴史民俗資料館：南朝ゆかりの地を訪ねます
　▽重要文化財　堀家住宅：普段は見られない重要文化財の家を拝観できます。（中庭から外観のみの拝観です）
　▽五條・新町の町並み：日本一古い町並みと言われる五條・新町を案内します

▽まちや館：町並みの中にある古い商家を公開中。今回に限り普段は見られない２階を公開します。「むしこ窓」から見える
町並みを体験してください

■参加費　大人（６５歳未満）：1,200円（６５歳以上）：600円、高校・大学生：1,000円、小・中学生800円
　　　　　※未就学児の参加はご遠慮ください
　　　　　※各施設の入館料・観覧料と、保険代を含みます
　　　　　※昼食・雨具等は各自で持参してください
■定員　５０人（定員になり次第締め切ります）
■申込締切：１１月１６日(日)
■申込・問合先　五條文化博物館　☎２４・２０１１

ごじょうばうむPresents
秋の五條歴史探訪ツアー～町の全部が博物館～
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し尿くみ取りのお知らせ

〈五條地区・西吉野地区〉
　12月に入ると、し尿くみ取りの依頼
が集中します。年内にくみ取りを希望
する場合は、早めに担当業者に依頼し
てください。

■問合先　衛生センター
　　　　　☎２２・４４４１

〈大塔地区〉
　12月のくみ取りについては、次の日
程で実施します。希望する場合は業者
へ直接依頼してください。

１2月９日（火）・25日（木）

※当日の受付はできません。
■申込・問合先
　ダイワクリーンサービス
　☎0745・52・3372

市
民
卓
球
大
会
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

　

第
25
回
市
民
卓
球
大
会
の
参
加
者
を
募
集

し
ま
す
。

■
日
時　

12
月
14
日（
日
） 

午
前
９
時
か
ら

■
会
場　

五
條
市
立
中
央
体
育
館

■
対
象
者　

市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
す
る

人
、
ま
た
は
市
内
の
小
・
中
学
生（
経
験

１
年
以
上
の
者
に
限
る
）

■
参
加
料　

無
料

■
申
込
方
法　

出
場
者
の
氏
名
、
住
所
、
年

齢
、
会
社
名（
学
校
名
）ま
た
は
ク
ラ
ブ

名
、
代
表
者
の
電
話
番
号
等
連
絡
先
を

記
載
し
、
次
ま
で
郵
送
も
し
く
は
フ
ァ
ッ

ク
ス
し
て
く
だ
さ
い
。（
個
人
参
加
も
可
）

■
申
込
締
切　

11
月
30
日（
日
）

■
種
別　

硬
式
シ
ン
グ
ル
ス
（
男
女
別
、
小

中
学
生
別
）

■
そ
の
他　

ゼ
ッ
ケ
ン
は
、
縦
15
㎝
、
横
20

㎝
で
上
に
性
、
下
に
ク
ラ
ブ
名
を
記
入

し
て
背
に
つ
け
る
こ
と
。

■
主
催　

五
條
市
卓
球
協
会

■
申
込
・
問
合
先　

　

峯
野　

☎
２
５
・
２
２
８
５

　

〒
６
３
７−

０
０
９
３

　

五
條
市
田
園
２
丁
目
４−

１
７

　
五
條
市
長
寿
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会
を
開
催
し
ま
す

■
開
催
日
時　

12
月
４
日（
木
）

　

※
雨
天
の
場
合
は
12
月
５
日（
金
）

　
　

午
前
７
時
40
分
か
ら
受
付

■
開
催
場
所　

阿
田
峯
公
園
多
目
的
グ
ラ
ン

ド
■
参
加
資
格　

市
内
に
在
住
す
る
60
歳
以
上

の
人

■
チ
ー
ム
編
成　

１
チ
ー
ム
４
人
以
上
６
人

以
下（
１
チ
ー
ム
に
つ
き
記
録
係
を
必
ず

２
人
指
定
し
て
く
だ
さ
い
。）

■
申
込
締
切　

11
月
17
日（
月
）

　

※
96
チ
ー
ム
に
な
り
次
第
終
了
し
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
先　

　

介
護
福
祉
課　

高
齢
対
策
係

　

本（
内
線
２
９
２
、２
４
９
）

　
五
條
児
童
館

『
ク
リ
ス
マ
ス
の
集
い
』参
加
者
募
集

■
日
時　

▽
小
学
生
の
部

　

12
月
６
日（
土
）　

午
前
10
時
～
11
時

▽
保
育
所（
３
歳
児
以
上
）・
幼
稚
園
の
部　

12
月
６
日（
土
） 

午
後
１
時
～
２
時

■
場
所　

五
條
児
童
館（
市
役
所
北
側
）

■
募
集
人
数　

▽
小
学
生
の
部
１
０
０
人

▽
保
育
所（
３
歳
児
以
上
）･

幼
稚
園
児
の
部

１
０
０
人

■
内
容　

歌･

ゲ
ー
ム･

サ
ン
タ
さ
ん
か
ら
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
他

■
申
込
方
法　

11
月
28
日（
金
）ま
で
に
参
加

費（
子
供
一
人
に
つ
き
２
０
０
円
）を
添

え
て
児
童
館
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

※
先
着
順
で
す
。

■
申
込
・
問
合
先

　

五
條
児
童
館　

☎
２
２
・
２
２
２
８

　
リ
ニ
ア
親
子
セ
ミ
ナ
ー

～
ヘ
リ
ポ
ー
ト
を
見
学
・

　

超
電
導
磁
石
を
体
験
し
よ
う
！
～

　

奈
良
県
ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
見
学
、
超
電
導
磁

石
の
実
験　

リ
ニ
ア
モ
ー
タ
ー
カ
ー
の
説
明
、

き
っ
づ
光
科
学
館
ふ
ぉ
と
ん
の
見
学
を
行
い

ま
す
。

■
日
程　

12
月
23
日（
火
・
祝
）

　
　
　
　

正
午
～
午
後
５
時　

　

Ｊ
Ｒ
奈
良
駅
前
、
近
鉄
奈
良
駅
前
ど
ち
ら

か
に
、
正
午
に
集
合
し
て
く
だ
さ
い
。

■
会
場　

奈
良
県
ヘ
リ
ポ
ー
ト
（
奈
良
市
）、

き
っ
づ
光
科
学
館
ふ
ぉ
と
ん
（
木
津
川

市
）

■
対
象
者　

市
内
に
在
住
す
る
小
学
生（
複

数
可
）と
そ
の
保
護
者（
１
人
）を
１
組
と

し
て
１
０
０
組
。（
応
募
者
多
数
の
場
合

は
、
抽
選
し
ま
す
。）

■
参
加
費　

１
組
１
０
０
円

■
申
込
方
法　

12
月
８
日（
月
）ま
で
に
往
復

は
が
き
に
住
所
、
電
話
番
号
、
親
子
の
氏

名
、
小
学
校
名
、
学
年
、
性
別
お
よ
び
希

望
の
集
合
・
解
散
駅
名（
解
散
は
、
選
択

し
た
集
合
場
所
と
な
り
ま
す
）を
明
記
の

う
え
、
次
の
申
込
先
に
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他　

参
加
し
た
小
学
生
の
皆
さ
ん
は
、

１
月
末
ま
で
に
感
想
文
ま
た
は
絵
を
描

い
て
送
っ
て
く
だ
さ
い
。
リ
ニ
ア
中
央

新
幹
線
展
な
ど
で
展
示
し
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
先　

　

リ
ニ
ア
中
央
エ
ク
ス
プ
レ
ス
建
設
促
進
奈

良
県
期
成
同
盟
会（
奈
良
県
道
路
・
交
通

環
境
課
内
）

　

☎
０
７
４
２
・
２
７
・
８
１
０
３

　

〒
６
３
０
ー
８
５
０
１

　

奈
良
市
登
大
路
町
３
０

　

Ｕ
Ｒ
Ｌ　

http://w
w

w
.nara.jp/

自
衛
官
各
種
目
募
集
の
案
内

■
募
集
種
目

▽
任
期
制
自
衛
官「
２
等
陸
・
海
・
空
」

　
（
１
任
期　

陸
：
２
年
、
海
・
空
：
３
年
）

▽
仮
称　

高
等
工
科
学
校
生
徒（
予
定
）

■
受
験
資
格

▽
任
期
制
自
衛
官
は
、
18
歳
以
上
27
歳
未
満

の
者

▽
仮
称　

高
等
工
科
学
校
生
徒（
予
定
）は
、

中
卒（
見
込
含
）17
歳
未
満
の
者

■
受
付
期
間

▽
任
期
制
自
衛
官　

12
月
５
日（
金
）ま
で

▽
仮
称　

高
等
工
科
学
校
生
徒（
予
定
）平
成

20
年
11
月
１
日
～
Ｈ
21
年
１
月
６
日

■
試
験
日
時

▽
任
期
制
自
衛
官　

12
月
７
日（
日
）

▽
仮
称　

高
等
工
科
学
校
生
徒（
予
定
）　

１

月
10
日（
土
）

■
合
格
発
表

▽
任
期
制
自
衛
官　

12
月
下
旬

▽
仮
称　

高
等
工
科
学
校
生
徒（
予
定
）１
月

19
日（
月
）（
一
次
合
格
発
表
）

■
問
合
先

　

自
衛
隊
五
條
地
域
事
務
所　

　

☎
２
２
・
３
７
８
９　

奈
良
県
立
明
日
香
養
護
学
校

　
　

体
験
入
学
を
行
い
ま
す

　

奈
良
県
立
明
日
香
養
護
学
校
で
は
、
平
成

21
年
度
に
入
学（
転
入
学
）を
希
望
す
る
障
害

の
あ
る
生
徒
と
保
護
者
の
理
解
と
認
識
を
深

め
る
た
め
に
体
験
入
学
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

障
害
が
重
い
、
ま
た
は
病
気
な
ど
健
康
上
の

理
由
や
、
家
庭
の
都
合
な
ど
で
通
学
す
る
こ

と
が
困
難
な
生
徒
の
家
庭
に
教
員
が
訪
問
し
、

奈
良
県
内
全
域
を
対
象
に
訪
問
教
育
も
行
っ

て
い
ま
す
。

■
中
学
部

▽
日
時　

12
月
２
日（
火
）

　

午
前
９
時
～
午
後
１
時（
給
食
の
試
食
を

行
い
ま
す
）

▽
場
所　

県
立
明
日
香
養
護
学
校

▽
対
象　

肢
体
不
自
由
を
有
す
る
小
学
６
年

生
と
保
護
者
お
よ
び
関
係
者
、
訪
問
教

育
の
体
験
を
希
望
す
る
生
徒
と
保
護
者

お
よ
び
関
係
者

■
高
学
部

▽
日
時　

12
月
４
日（
木
）

　

午
前
９
時
～
午
後
１
時（
給
食
の
試
食
を

行
い
ま
す
）

▽
場
所　

県
立
明
日
香
養
護
学
校

▽
対
象　

肢
体
不
自
由
を
有
す
る
中
学
３
年

生
と
保
護
者
お
よ
び
関
係
者

　

訪
問
教
育
の
体
験
を
希
望
す
る
生
徒
と
保

護
者
お
よ
び
関
係
者

※
参
加
が
困
難
な
場
合
は
相
談
し
て
く
だ
さ

い
■
申
込
・
問
合
先　

　

奈
良
県
立
明
日
香
養
護
学
校（
辻
）

　

☎
０
７
４
４
・
５
４
・
３
３
８
０

　

〒
６
３
４
ー
０
１
４
１

　

高
市
郡
明
日
香
村
川
原
４
１
０

コ
ン
テ
ナ
ガ
ー
デ
ン
講
座

　

季
節
の
寄
せ
植
え
を
一
緒
に
楽
し
み
ま
せ

ん
か
。

■
日
時　

12
月
15
日（
月
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
定
員　

先
着
20
名（
市
内
に
在
住
ま
た
は

勤
務
す
る
成
人
）

■
テ
ー
マ　

エ
レ
ガ
ン
ト
な
ク
リ
ス
マ
ス
の

コ
ン
テ
ナ
ガ
ー
デ
ン

■
指
導
者　

青
木
恵
子
先
生

■
参
加
費　

２
，
３
０
０
円（
利
用
団
体
会

費
３
０
０
円
を
含
む
）

■
持
ち
物　

古
新
聞
、
ゴ
ミ
袋
、
ガ
ー
デ
ン

グ
ロ
ー
ブ
（
軍
手
）、
筆
記
用
具
、
作
品

持
ち
帰
り
用
袋

■
申
込
方
法　

11
月
30
日（
日
）ま
で
に
参
加

費
を
添
え
て
中
央
公
民
館
に
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他　

託
児
有
り
（
２
歳
以
上
就
学
前

の
幼
児
・
要
予
約
・
無
料
）

■
問
合
先　

　

中
央
公
民
館　

☎
２
４
・
２
０
０
１　

パ
ー
ソ
ナ
ル
カ
ラ
ー
講
座

　

自
分
に
似
合
う
色
、
引
き
立
て
る
色
、
そ

れ
が
パ
ー
ソ
ナ
ル
カ
ラ
ー
で
す
。
自
分
の

パ
ー
ソ
ナ
ル
カ
ラ
ー
は
、
第
一
印
象
に
大
き

な
差
を
生
み
出
し
ま
す
。
自
分
の
パ
ー
ソ
ナ

ル
カ
ラ
ー
を
知
っ
て
、
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
し

ま
せ
ん
か

■
テ
ー
マ　

プ
ロ
の
カ
ラ
ー
ア
ナ
リ
ス
ト
が

あ
な
た
に
似
合
う
色
を
診
断
し
ま
す
。

■
日
時　

12
月
14
日（
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
指
導
者　

境　

千
珠
佳
先
生（
カ
ラ
ー
ア

ナ
リ
ス
ト
）

■
参
加
費　

２
，
３
０
０
円（
利
用
団
体
会

費
３
０
０
円
を
含
む
）

■
定
員　

20
人（
市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務

す
る
中
学
生
以
上
の
女
性
）

■
持
ち
物　

筆
記
用
具

■
申
込
方
法　

11
月
30
日（
日
）ま
で
に
参
加

費
を
添
え
て
中
央
公
民
館
に
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他　

託
児
有
り
（
２
歳
以
上
就
学
前

の
幼
児
・
要
予
約
・
無
料
）

■
問
合
先

　

中
央
公
民
館　

☎
２
４
・
２
０
０
１　

チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ッ
キ
ン
グ

　

料
理
を
楽
し
み
な
が
ら
調
理
の
工
夫
に
つ

い
て
学
習
し
ま
し
ょ
う
。
今
回
は
ビ
ー
フ
ン

を
調
理
し
ま
す
。
飲
み
物
と
一
緒
に
み
ん
な

で
乾
杯
し
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

12
月
10
日（
水
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
定
員　

先
着
20
人（
市
内
に
在
住
ま
た
は

勤
務
す
る
成
人
）

■
テ
ー
マ　

ビ
ー
フ
ン
で
パ
ー
テ
ィ
料
理

（
五
目
焼
き
ビ
ー
フ
ン
、
ビ
ー
フ
ン
サ
ラ

ダ
、
カ
リ
カ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
春
巻
き
な

ど
）

■
指
導
者　

足
立　

敦
子
先
生（「
水
野
真

紀
の
魔
法
の
レ
ス
ト
ラ
ン
」フ
ー
ド
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

■
参
加
費　

１
，
０
０
０
円（
利
用
団
体
会

費
３
０
０
円
を
含
む
）

■
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
タ
オ
ル
、
布
、
筆

記
用
具
、
料
理
持
ち
帰
り
用
の
容
器

■
申
込
方
法　

11
月
30
日（
日
）ま
で
に
参
加

費
を
添
え
て
中
央
公
民
館
へ
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他　

託
児
あ
り
（
２
歳
以
上
就
学
前

の
幼
児
・
要
予
約
・
無
料
）

■
問
合
先

　

中
央
公
民
館　

☎
２
４
・
２
０
０
１　

1�おしらせ



　「広報五條」は原則新聞折り
込み（ただし全国紙等）で配布
します。新聞を購読していない、
または新聞広告等が折り込まれ
ていない世帯については、個別
発送希望の申請を行ってくださ
い。
インターネットの五條市ホームページ
（http://www.city.gojo.lg.jp/）
にも「広報五條」を掲載してい
ます。

庶務課広報係　本（内線２０８）

男
の
趣
味
講
座～

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
教
室
～

　

カ
ラ
ー
ア
ナ
リ
ス
ト
が
あ
な
た
に
似
合
う

色
を
判
断
し
、
い
ろ
い
ろ
な
ア
ド
バ
イ
ス
を

し
て
く
れ
る
、
男
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
教
室
を

開
催
し
ま
す
。
普
段
と
違
っ
た
お
し
ゃ
れ
セ

ン
ス
を
見
つ
け
る
良
い
機
会
で
す
。
こ
の
機

会
に
イ
メ
ー
ジ
チ
ェ
ン
ジ
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

12
月
14
日（
日
） 
午
後
１
時
30
分

■
場
所　

中
央
公
民
館　

■
定
員　

先
着
20
人（
市
内
に
在
住
ま
た
は

勤
務
す
る
男
性
）

■
テ
ー
マ　

自
分
に
合
っ
た
色
を
見
つ
け
よ

う
■
指
導
者　

境　

千
珠
佳
先
生（
パ
ー
ソ
ナ

ル
カ
ラ
ー
ア
ナ
リ
ス
ト
）

■
参
加
費　

２
，
３
０
０
円（
利
用
団
体
会

費
３
０
０
円
を
含
む
）

■
申
込
締
切
日　

11
月
30
日（
日
）ま
で
に
参

加
費
を
添
え
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先

　

中
央
公
民
館　

☎
２
４
・
２
０
０
１　

親
子
ふ
れ
あ
い
広
場（
料
理
教
室
）

■
日
時　

12
月
13
日（
土
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
定
員　

８
組（
市
内
に
在
住
す
る
小
学
生

お
よ
び
中
学
生
と
保
護
者
）

■
テ
ー
マ　

手
作
り
簡
単
お
や
つ
（
マ
ー
ブ

ル
ケ
ー
キ
と
キ
ャ
ラ
メ
ル
プ
リ
ン
）

■
指
導
者　

田
中
孝
佳
先
生（
田
中
ク
ッ
キ

ン
グ
教
室
）

■
参
加
費　

１
，
３
０
０
円（
利
用
団
体
会

費
３
０
０
円
を
含
む
）

■
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
タ
オ
ル
、
三
角
き

ん
、
絞
り
袋
、
口
金
、
筆
記
用
具

■
申
込
方
法　

11
月
30
日（
日
）ま
で
に
参
加

費
を
添
え
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先　

　

中
央
公
民
館　

☎
２
４
・
２
０
０
１　

「
ら
く
ら
く
運
動
教
室
」に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

ら
く
ら
く
運
動
教
室
で
は
、
健
康
づ
く
り

の
た
め
の
楽
に
で
き
て
楽
し
い
運
動
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が

テ
ー
マ
で
す
。

■
開
催
日　

12
月
12
日（
金
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

■
会
場　

カ
ル
ム
五
條

■
内
容　

ら
く
ら
く
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

■
講
師　

内
田
恵
美
子
先
生（
健
康
運
動
指

導
士
）、
五
條
市
運
動
普
及
推
進
員

■
費
用　

無
料

■
持
ち
物　

運
動
の
で
き
る
服
装
、
上
靴
、

水
分
補
給
の
で
き
る
も
の
、
タ
オ
ル

■
申
込
締
切　

12
月
９
日（
火
）

■
申
込
・
問
合
先

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
成
人
保
健
係

　

本（
内
線
２
９
０
）

　

健
康
の
た
め
の
料
理
教
室

　

食
べ
る
こ
と
は
元
気
の
み
な
も
と
で
す
。

し
か
し
偏
っ
た
食
習
慣
は
生
活
習
慣
病
を
引

き
起
こ
し
ま
す
。
お
い
し
く
健
康
に
よ
い
料

理
方
法
を
、
調
理
実
習
等
で
見
直
し
ま
せ
ん

か
。

■
日
時　

11
月
26
日（
水
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
２
時　

■
場
所　

カ
ル
ム
五
條

■
定
員　

20
名（
五
條
市
に
在
住
す
る
人
）

■
テ
ー
マ　

旬
の
食
材
で
、
元
気
料
理

■
指
導
者　

五
條
市
食
生
活
改
善
推
進
員

■
参
加
費　

６
０
０
円
程
度

■
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き
ん
、
手
ぬ

ぐ
い
タ
オ
ル
、
筆
記
用
具

■
申
込
締
切　

11
月
21
日（
金
）

■
申
込
・
問
合
先

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
成
人
保
健
係

　

本（
内
線
２
９
０
）催し

11
月
25
日
か
ら
12
月
１
日
は

犯
罪
被
害
者
週
間
・
犯
罪
被
害
者
支
援

奈
良
県
民
の
つ
ど
い
を
開
催
し
ま
す

　

犯
罪
の
被
害
に
あ
っ
た
人
や
家
族
が
、
再

び
平
穏
な
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
ま
で
、

地
域
社
会
全
体
で
支
援
し
ま
し
ょ
う
。
こ
の

週
間
に
伴
い
犯
罪
被
害
者
支
援
奈
良
県
民
の

つ
ど
い
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

11
月
27
日（
木
） 

午
後
１
時
か
ら

■
場
所　

奈
良
市
な
ら
ま
ち
セ
ン
タ
ー
市
民

ホ
ー
ル（
奈
良
市
東
寺
林
町
）　

■
内
容　

▽
講
演
会　

講
師
：
河
野
義
行
氏（
オ
ウ
ム

真
理
教
に
よ
る
松
本
サ
リ
ン
事
件
の
被

害
者
）

▽
奈
良
県
警
察
音
楽
隊
コ
ン
サ
ー
ト

▽
被
害
者
支
援
フ
ォ
ー
ラ
ム「
途
切
れ
な
い

支
援
」～
再
び
平
穏
な
生
活
が
営
め
る
ま

で
～

・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
：
三
木
善
彦
氏（
帝

塚
山
大
学
教
授
、
大
阪
大
学
名
誉
教
授
）

・
バ
ネ
リ
ス
ト
：
河
野
義
行
氏　

ほ
か

■
問
合
先

　

五
條
警
察
署　

☎
２
３
・
０
１
１
０

五
條
病
院
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

を
開
催
し
ま
す

　

奈
良
県
立
五
條
病
院
で
は
、
地
域
住
民
の

健
康
増
進
と
医
療
に
対
す
る
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
く
た
め「
五
條
病
院
健
康
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」を
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
来

場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時　

12
月
７
日（
日
）

　
　
　
　

正
午
～
午
後
４
時
30
分

■
場
所　

奈
良
県
立
五
條
病
院

※
車
で
の
来
場
者
は
外
来
者
用
駐
車
場
を
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。

■
内
容　

健
康
セ
ミ
ナ
ー
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
、

健
康
相
談
、
健
康
啓
発
、
ク
リ
ス
マ
ス

コ
ン
サ
ー
ト
、
バ
ザ
ー

■
問
合
先

　

奈
良
県
立
五
條
病
院
総
務
課

　

☎
２
２
・
１
１
１
２

第
20
回
舞
踊
親
睦
発
表
会

　

市
内
の
公
民
館
等
で
舞
踊
を
学
ぶ
皆
さ
ん

が
練
習
の
成
果
を
発
表
す
る「
第
20
回
舞
踊

親
睦
発
表
会
」を
開
催
し
ま
す
。
気
軽
に
来

場
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

12
月
７
日（
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

■
場
所　

市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

■
発
表
者　

惣
楽
社
中
、
今
田
社
中
、
辻
本

社
中
、
脇
本
社
中
、
芳
本
社
中
、
西
村
社

中
、
刀
谷
社
中
、
福
岡
社
中
、
樋
口
社
中
、

植
田
社
中

■
入
場
料　

無
料

■
問
合
先

　

中
央
公
民
館　

☎
２
４
・
２
０
０
１

全
国
一
斉｢

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン｣

強
化
週
間

　

女
性
の
人
権
無
料
電
話
相
談

　

夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
や
職
場
等

に
お
け
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、

ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
の
女
性
の
人
権
に
関

わ
る
問
題
全
般
に
つ
い
て
、
人
権
擁
護
委
員

の
中
の
男
女
共
同
参
画
社
会
推
進
委
員
が
無

料
・
秘
密
厳
守
で
電
話
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
期
間　

11
月
17
日（
月
）～
23
日（
日
）

▽
平
日　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

▽
土
・
日
曜
日　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

■
対
象　

県
内
在
住
の
女
性

■
相
談
員　

奈
良
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

男
女
共
同
参
画
社
会
推
進
委
員（
人
権
擁

護
委
員
）

■
電
話
番
号

　

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

☎
０
５
７
０
・
０
７
０
・
８
１
０

　
（
全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

五
條
市
サ
ッ
カ
ー
協
会
会
長
杯

中
止
の
案
内

　

毎
年
12
月
に
開
催
し
て
い
る「
五
條
市

サ
ッ
カ
ー
協
会
会
長
杯
」は
、
上
野
公
園
整

備
の
た
め
本
年
度
は
中
止
し
ま
す
。

■
問
合
先

　

大
谷　

五
條
市
サ
ッ
カ
ー
協
会
事
務
局

　

☎
２
２
・
２
６
６
７

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

《
善
意
銀
行
》

　

生
蓮
寺
世
話
人
会
和
讃
講（
二
見
）

　

田
枝　

正
夫（
霊
安
寺
町
）

　

五
條
サ
テ
ィ（
今
井
）

　

藤
井　

賢
巳（
霊
安
寺
町
）

《
福
祉
基
金
》

　

宗
教
法
人
辯
天
宗（
野
原
西
）

　

田
中　

和
茂（
今
井
）

1�



中遺跡で出土した石鏃

　遺跡の発掘調査現場では、住民の皆さんか
ら「子供のころ、近所の田んぼや畑で矢じりを
拾った」という話をよく聞きます。とくに冬か
ら春先の田畑では、指先ほどの大きさの、薄
くて黒っぽい二等辺三角形の石を見かけるこ
とがあります。
　この石の矢じり＝石鏃（打製石鏃）は、縄文・弥生時代の日本列島各地で無数に
作られ、山野での狩猟の際、矢

や

柄
がら

にはさんで放たれました。石鏃の素材は、近畿
地方では二上山のサヌカイトが適していたようです。五條では原遺跡や中遺跡で、
サヌカイトの原石を割って鏃・錐

きり

・剣などを作った後の残り（石核）や、製作中に
生じる大小の剥

はく

片
へん

が多量に出土しており、各遺跡に原石が運ばれたことがわかり
ます。
　打製石鏃は、縄文～弥生前期までは大半が
重さ２ｇまでと小形でしたが、弥生中期以降、
朝鮮半島から伝来した長大な磨

ま

製
せい

石鏃と鋭利
な刃をもつ磨製石剣の影響を受けて大形化、
重量化します。中遺跡でも、長さ�.�cm、重さ
11.�ｇの鋭利な大形品が見られました。これは、
弓矢が狩猟具から武器へと変化したことを意
味し、この時期から集落・地域間の戦いが増
加したことを物語るといわれています。

石せ
き　
　

鏃ぞ
く 第６回

表紙写真
市民体育大会
綱引き競技優勝
南宇智地区のみなさん

１１月１１日（火）
	 人権を確かめあう日

１１月１２日（水）
	 税理士による税の無料相談
 場所◎中央公民館
 時間◎13時30分～15時30分

１２月　３日（水）
	 各種年金相談
 場所◎商工会館
 時間◎９時30分～16時

毎週金曜日
	 消費生活・多重債務相談
 場所◎市役所別館相談室
 時間◎10時～15時

11月号

市の動き（9月31日現在） 　（　　）内の数字は先月比

人口36,808人
（−57）

男17,577人
（−22）

女19,231人
（−35）

世帯数13,833世帯
（+ 4）

平成20年11月発行　第719号  ●発行　五條市  ●編集　市長公室庶務課　
 〒637-8501五條市本町１丁目１番１号　☎22-4001

　自身の健康のため、特定健康診査
を受診しましょう。
　特定健康診査の受診期間は平成
２１年１月３１日までです。

■問合先
　保険課　本（内線263、367）

Q 縄文・弥生時代の近畿地方で、打製石鏃の素材として主に使われた石は？

答え（三択）：①黒曜石　　②サヌカイト　　③チャート

A １０月号の答えは　③結晶片岩　でした。

最近盛んな“ご当地検定”の五條版の作成を目指して出題します。
解答は翌月号に掲載します。

五條市立図書館１１月以降の祝日開
館日および振替休館日
祝日開館日

振替休館日
11月3日(月)（文化の日）

11月4日(火)
11月23日(日) （勤労感謝の日）

11月25日(火)
12月23日(火) (天皇誕生日)

12月25日(木)
1月12日(月) (成人の日)

1月13日(火)
3月20日(金) (春分の日)

3月23日(月)
■問合先
　図書館　☎２２・４１３３


